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令和４年度 学校評価報告書（目標設定・実施結果） 
 

 視点 
４年間の目標 

（令和２年度策定） 
１年間の目標 

取組の内容 中間報告  学校関係者評価 

（ 月 日実施） 

総合評価（３月１日実施） 

具体的な方策 評価の観点 達成状況 課題・改善方策等 成果と課題 改善方策等 

１ 
教育課程 
学習指導 

工業の専門性の
向上を図り、実
際的・体験的学
習に重点を置く
とともに、産業
界の求める人材
を育成するため
の新しい教育課
程を編成し、学
校全体でカリキ
ュラム・マネジ
メントに取り組
む。 

①学び直しや生
徒の自学自習
に よ り 、 知
識・技能の習
得 の み な ら
ず、生徒が主
体的に学ぶ意
欲を高め、活
用する力を育
む魅力ある授
業の展開を目
指す。 

②工業に関する
専門性の向上
を図る教育に
重点を置き、
産業界との連
携 を 図 り つ
つ、教科・科
目の適切な設
置を図れるよ
う 編 成 を 行
う。 

③オンライン授
業の環境整備
に努め、技術
向上を目指し
た研修会等の
充実を図ると
ともに、継続
的かつ組織的
な授業改善に
取り組む。 

①プリントなど
の補助教材の
活用や、ＴＴ
などによるき
めの細かい指
導を行うこと
で、基本的な
知識・技能の
習 得 を 目 指
す。 

②生徒自らが課
題を解決する
ために必要な
思考力・判断
力・表現力等
の育成が図れ
るようなカリ
キュラムの編
成や授業計画
の 策 定 を 行
う。 

③継続的に研修
を 行 う こ と
で、情報機器
の実践的な活
用方法などの
技術の習得を
図る。また、
テーマを設定
した研究授業
の開催など組
織的な授業改
善に努める。 

 

①生徒自身が主体
的に学習に取り
組む姿勢が見ら
れたか。身に付
けた知識を活用
する姿勢が見ら
れたか。 

②学習環境の整備
を進め、生徒の
学習意欲と学力
の向上につなげ
ることができた
か。生徒自らが
課題に取り組み
解決するための
指導が実践でき
たか。 

③オンライン授業
へ の 環 境 を 整
え、授業実践の
ための技術や情
報を共有するこ
とができたか。
授業者と参観者
が研究授業のテ
ーマを共有し、
研修を行い、組
織的に授業改善
を進めることが
できたか。 

①生徒が自ら学

び主体となる

双方向授業が

展開できるよ

う、ICT 機器

の活用や一人

一台端末の利

用を積極的に

進めている。 

②工業科の課題

研究を始めと

する多くの科

目で、様々な

問いを生徒へ

投げかけ、課

題を解決する

ための取り組

みを促すよう

な授業展開を

実 践 し て い

る。 

③９月下旬にお

よそ１週間オ

ンライン授業

週間を行い、

ス キ ル ア ッ

プ、情報の共

有を行うこと

ができた。 

①一人一台パソコン

については、利用

頻度をさらに増や

せるよう職員全体

での研究・研修等

の機会を増やして

いく。 

②ＩＣＴ機器につい

てハード面での整

備はかなり進んで

きたので、今後は

ソフト面（効果的

な 使用方 法の共

有、個々人のスキ

ルアップなど）の

充実を中心に取り

組んでいく。 

③11 月には、「ＩＣ

Ｔを活用したわか

りやすい授業の取

り組み」をテーマ

に、研究授業を行

う。また、同時期

に授業を見に行こ

う週間の２回目を

実施してその内容

を踏まえて、組織

的な授業改善の取

り組みを行う予定

である。 

ICT 端末を有効活動し
て、教育課程の指導内容
の確実な定着に向けて、
ICT 端末を活用している点
が良いと感じます。 
主体的な学びの実現を

目指して取り組まれてい
るのではないでしょう
か。そのあたりの取組に
関心をもちました。 
今年度より新学習指導

要領に基づく新教育課程
が高等学校において始め
るにあたり、先生方にお
きましては新たな教材開
発のご苦労があったかと
想像いたします。 
生徒の皆さんにより良

い教育が届けられるよう
ぜひ試行錯誤を繰り返し
ていただけると嬉しいで
す。 

①生徒が落ち着いて授業に集中
できる授業の環境が整い、学
習に集中することで、知識や
技能の習得が図れるようにな
った。 

・始業前や放課後の時間に、進
学へ向けた発展的な学習を望
む生徒への補習や、授業中だ
けでは理解できない生徒への
きめ細かい指導を行うことが
できた。 

・来年度以降も、学習環境の整
備を進め、生徒への指導を継
続することで、生徒が積極的
に取り組める授業作りを進め
ていきたい。 

②パソコンなどの情報端末を活
用することで、生徒の学習意
欲や課題へ取り組む姿勢を向
上させることができた。 

・特に工業科目では、生徒が課
題を解決するために必要な思
考力や表現力の育成を主眼に
指導を行うことができた。 

③ＩＣＴの活用については、毎
年取組目標の一つとすること
で、職員も生徒も当たり前に
あるものとして授業で活用で
きるようになってきている。 

・さらに取り組みを進め、活用
の幅を広げていきたい。 

①基礎学力の定着だけでなく、
学習に対して意欲的な生徒の
能力をさらに伸ばすことで、
生徒のキャリアアップに結び
付くような指導ができるよう
に取り組みを進めていく。 

②生徒が主体的に課題に取り組
み、問題解決力がより確かな
ものになるような指導を学校
として進めていく。 

③１人１台端末の利用状況とし
ては、まだまだ授業での利用
が十分に高いとは言えないた
め、教科だけでなく学校とし
ての取り組みを進めていく。 

２ 
(幼児・児童・) 
生徒指導・支援 

①豊かな人間性
の育成を図る
とともに、個
に応じた生徒
支援と相談体
制の一層の充
実により生徒
理解に努め、
生徒が安心し
て学べる学校
づくりを進め
る。 

②社会的・職業
的に自立した
人材の育成を
めざす。 

③部活動の活性
化を図る。 

 
 

①個に応じた支
援体制の充実
をめざし、職
員研修および
情報共有の充
実を図る。 

②生徒が参加で 
きる学校行事 
の運営を目指 
す。 

 

① 職員研修を実
施し、心の健
全・身体の安
全等に関する
支援スキルを
向上させ、教
育相談報告会
等を実施し、
情報共有と生
徒理解を深め
る。 

②生徒会や委員
会の生徒を中
心に学校行事
を運営する。 

 

①生徒個々の理解
を深め、個に応
じた支援・指導
を実施すること
が で き た か 。 
生徒の日常行動
や意識が向上し
たか。 

② 生徒が中心とな
って行事の運営
や実施ができた
か。 

 

①教育相談報
告会を実施
し、生徒の
情報共有を
行った。 

①教育相談研
修会を実施
し、自死や
食物アレル
ギー等に関
する理解を
深めた。 

②体育大会で
は今まで以
上に運営に
参加して実
施できた。 

①必要な知識・ス
キルを学ぶ機会
を提供できてい
るとは思うが、
研修の回数が多
く、教員のモチ
ベーションの維
持と研修内容の
定着度の確認方
法 が 課 題 で あ
る。 

②グループの人数
に限りがある中
で、どうやって
業務を進めるか
が課題である。 

高校生に成長した生徒
の基礎として、小学校段
階でどのような資質を目
指せばよいのかが知りた
いと思います。 
 
生徒それぞれ悩むポイ

ントは異なっているはず
ですので、ICT を活用した
効率化やさまざまな活動
の優先順位づけを行い、
生徒ひとりひとりと向き
合う時間を作っていただ
けると嬉しいです。 

①教育相談報告会では情報共有
を行い、教育相談研修会では
自死について、また食物アレ
ルギーについての理解を深め
ることができた。 

②年間を通して生徒が参加でき
る学校行事の運営に尽力でき
た。体育大会と文化祭は実行
委員が中心になり企画運営を
行い、責任をもってやり抜
き、達成感と自信を得ること
ができていた。 

①どうしても教員によって問題
意識に差が生じてしまう。少
しでも多くの教員の意識を高
めるために、生徒の情報共有
と問題意識の共有を図る必要
がある。教員のニーズに合わ
せた研修を実施したい。 

②より生徒が参加したくなる行
事にすることが重要である。
そのためには、生徒自身が行
事を自分事化できる仕組みづ
くりと定時制だからできる企
画に取り組んでいきたい。 



 

 視点 
４年間の目標 

（令和２年度策定） 
１年間の目標 

取組の内容 中間報告  学校関係者評価 

（ 月 日実施） 

総合評価（３月１日実施） 

具体的な方策 評価の観点 達成状況 課題・改善方策等 成果と課題 改善方策等 

３ 進路指導・支援 

入学から卒業ま
での体系化した
キャリア教育を
確実に実践し、
社会を構成する
一員としての自
覚を育む進路指
導・支援に取り
組む。 

①改訂したキャ
リア教育実践
プログラムを
教員・生徒に
共有し、それ
に基づいた進
路ガイダンス
やＬＨＲを計
画的に実施し
ていく。 

① 教 室 ・ 職 員
室・ホームペ
ージへの掲載
を す る こ と
で、内外に情
報を伝えてい
く。 

①進路ガイダン
スやＬＨＲは
内部での情報
の共有と蓄積
に加えて、外
部の活用を活
発にすること
でキャリア教
育目標の実現
を 図 っ て い
く。 

①情報を発信し、
教員・生徒に理
解してもらえた
か。 

①進路ガイダンス
やＬＨＲが内外
を活用すること
で、生徒にとっ
て進路実現につ
ながる機会とな
ったか。 

①キャリア教
育実践プロ
グラムを教
員・生徒に
共有できて
いない。 

①進路ガイダ
ンスやＬＨ
Ｒは情報共
有や蓄積は
進 ん で お
り、外部の
活用も様々
な形で取り
組み始めて
いる。 

①十分な情報発信
ができていない
ので、まずは情
報発信に取り組
む。 

①生徒の進路実現
につながる進路
ガイダンスやＬ
ＨＲが実施でき
ている。これを
継続し、体系化
することが必要
である。 

生徒の想いと保護者の
想いに差が生じる場合も
あり、苦労なされること
もあるのではと想像しま
すが、挑戦されることを
応援したいと思います。 

 
 

①進路ガイダンスや全校集会を
通して、キャリア教育実践プ
ログラムについて情報発信す
ることができた。今後も継続
して情報発信することで教
員・生徒に浸透させていきた
い。 

①進路ガイダンスでは外部を活
用した新たな取り組みを実施
し、キャリア教育の幅を広げ
ることができた。 
中間報告にもある通り、今後
はこれを体系化することが必
要である。 

 

①来年度は新１学年の新入生オ
リエンテーションでもキャリ
ア教育についての説明をする
場を設ける。これによって、
入学から卒業までの積み上げ
を生徒に意識づけしていきた
い。 

①キャリア教育目標を達成する
ためには、年２回の進路ガイ
ダンスだけではなくＬＨＲの
効果的な活用が不可欠であ
る。 
グループからの情報発信し、
学年団と協力して年間を通じ
たＬＨＲの活用計画を構築し
たい。 

４ 地域等との協働 

地域・企業との
連携・協働を通
して教育活動を
活性化させ、地
域に開かれた信
頼される学校づ
くりを推進す
る。 

①地域行事への
生徒参加を促
し、地域貢献
清掃活動の定
期的な実施を
計画する。 

②学校ＰＲのた
め学校ホーム
ページを活用
して、中学生
やその保護者
等へ学校情報
の発信に努め
る。 

①地域貢献清掃
回 数 を 増 や
し、地域のイ
ベントに生徒
が参加できる
環境を作る。 

②学校ホームペ
ージの定期的
な更新に努め
るとともに、
学校説明会等
を通して、中
学生や保護者
等の本校への
理解を深めさ
せる。 

 

①地域清掃活動の
回 数 が 増 え た
か、また地域活
動に生徒が参加
することができ
たか。 

②学校ホームペー
ジによる情報発
信の回数が増え
たか。学校説明
会等における本
校への理解につ
いて、アンケー
トの回答に向上
がみられたか。 

①地域清掃活
動を 10 月 29
日に実施す
る。 

②4月よりホー
ムページの
更新回数も
増えてい
る。最新の
情報を掲載
し、中学生
からのアク
セスが多い 

 
 

①全校一斉にはで
きないので、学
年ごとに 2，3 学
期に計画してい
く予定である。 

②学校見学会の申
し込み、学校説
明会の申し込み
数は例年と変わ
っていない。増
加に向けた取組
方 法 を 検 討 す
る。 

学校 HP など中学生に響
くものがあります。 
引き続き工業系専門学

校の魅力をアピールして
ください。 

①10 月 29 日に各学年の美化委
員の生徒が地域清掃を実施
し、11月に学年ごとに地域清
掃を実施した。 

①課題研究で製作した足踏み式
アルコールスタンドを地域の
幼稚園に寄贈した。 

②12月に実施した学校説明会に
は中学生 26 名。年 3 回行わ
れた学校見学会に 15 名の来
校があった。   

 定時制学校ホームページ年間
で 8回更新した。 

①地域清掃活動以外にも地域と
連携して教育活動を活性化さ
せる方法を考えていく。 

 
 
 
 
②中学生の進学先の多様化によ
り、定時制工業高校を希望す
る中学生が減少しているの
で、学校説明会や学校ホーム
ページを活用し本校の魅力を
伝えていく。 

 
 
 

５ 
学校管理 
学校運営 

①事故防止の徹
底に取り組む
とともに、防
災意識を高め
学校防災力の
向上を図る。 

②生徒と向き合
う時間を確保
するため、組
織的な学校運
営と校務の効
率化を図る。 

 

①信頼される学
校づくりを目
指して事故防
止に努めると
ともに、生徒
に防災意識を
持って訓練に
取り組む姿勢
を身に付けさ
せる。 

②会議や連絡事
項について、
職員連絡ツー
ル(Teams)を活
用して効率化
を図り、生徒
に向き合う時
間 を 確 保 す
る。 

 

①私費会計処理
の適正処理を
徹底するとと
もに不祥事事
故の防止に全
職員が取り組
む。 

②職員連絡ツー
ル(Teams)を活
用し、職員間
の連絡を効率
よく行う。 

①私費会計監査の
指摘事項及び不
祥事がゼロにな
ったか。 

①年２回の避難訓
練及びＤＩＧ訓
練を実施できた
か。 

②Teams 掲示板を
効 率 的 に 活 用
し、職員間での
指示連絡が円滑
に行えたか。 

①全職員で毎
月不祥事防
止研修会、
危険予知活
動を実施し
ている。 

①事務監査で
は指摘事項
は な か っ
た。 

②職員連絡ツ
ール (Teams)
掲示板を使
い、打合せ
や内容や連
絡事項の伝
達がスムー
ズに行われ
ている。  

①12月 14日に 3年
生に DIG 訓練、1
月に全校で避難
訓練を実施予定
である。 

 
②職員が共有する
情報機器、付属
品の管理体制を
しっかりと行う
仕組みを改善す
る。 

 
 
 

ICT の活用については、
得意な生徒さんが必ずい
るはずですので、そのよ
うな生徒さんを中心に生
徒同士でも教え合うこと
ができると素晴らしいの
ではと思います。 
先生方はさまざまな活

動のため大変お忙しいこ
とを想像します。ぜひ ICT
による校務の効率化を図
り、教材開発や生徒の皆
さんと向き合う時間を確
保いただきたいと思いま
す。  

①私費会計の監査指摘事項もな
く適正に処理されていた。 
年間を通して、毎月、企画会
議前に不祥事防止会議を実施
し、職員会議前に不祥事防止
研修会を実施した。 
職員全員が事故防止に取り組
んでいた。  

①6 月と 1 月に全校で避難訓練
を実施できた。 
災害 DIG 訓練を 2，3 年で実
施した。 

②職員連絡ツール(Teams)掲示
板を使い、打合せ連絡は定着
してきた。 

 学校と生徒との連絡ツール
（classroom）の有効活用方
法を考えて行く。 

①引き続き私費会計の処理を適
正に行うように職員間で注意
していく。 

①職員会議前の不祥事防止研修
会では職員が事例を自らの事
として考えるようになった。
次年度も継続していく。 

①生徒の災害意識を継続させて
いく。 

②情報機器の管理をしっかりと
行うこと。 

②欠席連絡など学校と生徒との
連絡ツール（classroom）の有効
活用方法を考えて行く。 

 


